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自校独自教材「方言と共通語」作成のすすめ 
―群馬県内全小学校・国語部会の先生方への提案― 
佐藤髙司 
１ はじめに 
 本論文は、群馬県内すべての小学校にある国語部会（に所属する教師の皆さん）に、自
校独自の国語科教材「方言と共通語」を作成しそれを使って授業実践をしてみませんか、
と呼びかけるものである。 
 本論文の構成は、国語科教材「方言と共通語」に関して、現状、意義、作り方の三部か
らなる。はじめに、現状として学習指導要領上での位置づけ、文部科学省検定教科書上で
の教材、教育現場での扱われ方について述べる。次に、意義として「方言と共通語」とい
う教材を自校で作成することの意義や授業実践の価値、さらには社会的な意義や波及効果
について述べる。最後に、「方言と共通語」という国語科教材（以下、「方言教材」という）
を自校で独自に作成する場合のヒント、具体例、及び参考文献等を示す。 
日本全国の小学校国語科教育現場においては、授業で実際に使用可能な、地域に密着し
た方言教材が作成されている例は極めて少ない。方言と共通語に関する学習は国語科教育
として身近なことばを知り考えるうえで絶好の機会であるにもかかわらず、この現状は憂
うべき課題であり、群馬県においても決して例外ではないと感じている。そこで、本論文
では各小学校が具体的に授業で実際に使用可能な地域に密着した方言教材を作成し、実際
にその教材を使った授業実践をおこなうことを群馬県内のすべての小学校国語部に提案す
るものである。 
 
２ 小学校国語科教材「方言と共通語」の現状 
２．１ 学習指導要領上の位置づけ 
小学校学習指導要領においては、「第２章 各教科」「第１節 国語」の「第２ 各学年
の目標及び内容」第５学年及び第６学年の言語事項（１）カ 言葉遣いに関する事項（イ）
に、 
共通語と方言との違いを理解し、また、必要に応じて共通語で話すこと。 
とある。なお、小学校国語の学習指導要領は、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」の三領域からなり、「言語事項」はその三領域にわたる指導事項である。その「言語事
項」の中の一文に先の方言と共通語に関する内容が示されている。 
つまり、小学校国語においては、次の二点が児童に学ばせなければならない点と言える。
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自作教材を作成する場合、この二点を踏まえる必要がある。 
（１）理解に関すること … 日本語には二種類あり、その一つは普段何気なく使っ
ている日本語で「方言」と呼ばれるものであり、もう一つは改まった場面で使
われる日本語で「共通語」と呼ばれるものであること。 
（２）実践に関すること … これから生きていく社会においては、改まった場面で
は共通語を話すということ。 
ちなみに中学校学習指導要領の方言に関する記述においては、「共通語と方言の果たす役
割などについて理解するとともに、～」となっている。 
 
２．２ 文部科学省検定教科書上での教材 
小学校国語においては五つの発行者による文部科学省検定教科書がある。ここではそれ
ぞれの検定教科書における「方言と共通語」の教材を概観する。 
 
２．２．１ 東京書籍 
 東京書籍「新編 新しい国語 五上」は「方言と共通語に関心を持とう」である。この
教材は単元「五 話の組み立てをくふうして」に属し、第二教材である。分量は２ページ。 
単元の中心教材は「ニュースを伝え合おう」で、ニュースについて調べニュースを伝え
る練習をした後、発表会をするという構成・内容となっている。分量は８ページ。 
「方言と共通語に関心を持とう」は説明的文章教材である。その説明的文章は、中心教
材を受けアナウンサーの話し方と自分たちの言葉づかいの違いの気づきから、各地の方言
の具体例を挙げ、方言と共通語のそれぞれの言葉の役割について述べている。 
この教材では、共通語についての理解と実践が中心教材「ニュースを伝え合おう」で具
体的に行われるので、方言を中心にその理解及び共通語との違いが中心に述べられている。
方言の具体例としては次の四例を挙げている。なお、「かぼちゃ」の日本言語地図上では群
馬県内に「カボチャ」と「トウナス」の変異形が読み取れるが、内容は一般的で、群馬県
の児童が身近に感じられる例というほどではない。 
・ ご飯を茶わんにいれること … よそう／もる／つぐ／つける 
・ かぼちゃ … 「日本言語地図」 
・ 学校に … 行かなかった／行かなんだ／行かへんだ／行かざった／行かんじゃ 
った 
・ 「こわい」 … おそろしいことがあった／つかれた 
 
２．２．２ 大阪書籍 
大阪書籍「小学国語 ５下」は「方言を考えよう」である。単元名は「三 生活の中の
言葉を見つめよう」で他に教材はなく、一単元一教材である。分量は７ページ。 
「方言を考えよう」は四部構成の説明的文章教材である。第一部では、「行けば」「行く
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と」「行ったら」の東京・大阪での出現率をグラフで示し方言の東西差を述べ、「もっと早
く行けばよかった」の全国方言地図を掲げている。第二部では、「ごみをすてる」について
４７都道府県の代表的方言形（俚言）とそれに対応する地図記号の表を載せ、児童が日本
の都道府県名入り白地図に記号を記入し方言地図を完成させるようになっている。第三部
は方言と共通語に関する概説である。第四部では、方言を集める方法例を示し方言収集を
すすめている。 
 この教材は、一見すると共通語に思われる言葉にも東西差があることに着目している点
が特徴と言えよう。出版社が西日本であることが少なからず影響しているのかもしれない。
また、全国各地の方言形を示すことで日本の方言がバラエティーに富んでいることを強調
している。群馬県についてみてみると、日本言語地図上で、「行けば」が「イキャ（ー）」、
「すてる」が「ブチャル」となり他の都道府県との違いは明らかになるが、群馬県内での
差異を認めるまでの資料とはなっていない。なお、ことばを知ったり調べたりという観点
では方言に比べ「共通語を話す」という実践面において若干弱いようである。 
 
２．２．３ 学校図書 
 学校図書「みんなと学ぶ 小学校国語 ５年上」は「方言を調べて報告しよう」である。
単元名は「知ろう・伝えよう」で他に教材はなく、一単元一教材である。分量は１０ペー
ジ。 
 教材の構成は、前半で「方言と共通語」という説明的文章をあげ、後半で前半を受けた
形で方言を調べ｢方言通信｣を作成し発信する、という大きな二部構成となっている。 
 前半の説明的文章において使われている具体例は次のとおりである。 
・ 方言の説明 … とんぼ（日本言語地図）、落ちる／あゆる、かわいい／めんこい、 
～だろう／～ずら 
・ 訛の説明 … 石川啄木「ふるさとの訛なつかし／停車場の人ごみの中に／そ 
を聴きにゆく」 
・ 方言の良さの説明 … ノンタ（山口県）、雪がフリヨル／フッチョル（長崎県）、 
            クータカー（新潟県）、シバレル（東北・北海道）、オオキ
ニ（大阪） 
・ 東京近郊の方言 … ハジッコ（はし）、カタス（かたづける）、オッカナイ（おそ 
ろしい）、カラッキシ（さっぱり） 
 この教材は、五つの検定教科書の中で最も該当するページの分量を多く割り当てている。
「とんぼ」の日本方言地図に１ページを割いているほどである。群馬県に限ってみれば、
栃木県に「けんぞ」と「げんざ」の二つの「とんぼ」の方言形が示されているのに比べ群
馬県での方言形の記載はなく、また説明文中でも群馬県の児童が身近に感じる方言形は東
京近郊の方言に示されている程度である。「方言通信」で調べ発信する活動についての具体
例は新潟市であり、群馬県教員であれば「これが前橋市ならばいいのに」と感じるに違い
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ない。 
 
２．２．４ 教育出版 
 教育出版「ひろがる言葉 小学国語 ５下」は「方言とアクセント」である。教育出版
の「ひろがる言葉 小学国語」では、単元とは別に、言語事項を中心に扱う教材を「言葉
を学ぼう」と名づけており、「方言とアクセント」はその一つである。（ちなみに「５下」
ではこの教材のほかに、「言葉の種類」「ことわざ」がある。）分量は６ページ。 
 教材は、「地方によってちがう言葉」「アクセントのちがい」「方言を使うとき」の三部構
成の説明的文章である。それぞれ説明的な文章の後に、一つの設問が設けてある。以下は
各部で示されている例である。 
・ 地方によってちがう言葉 
 かくれんぼ／かくれご 
お手玉／おじゃみ／あやこ／おひとつ／こんめ／いしなんご／いなご 
おにごっご／おにごと／おにくら／ぼいやい／つかまえ 
しもやけ（日本言語地図） 
ゆっくり／もっくらもっくら／ゆるっと／しわしわ 
書かない／書かへん（京都）／書けへん（大阪） 
書くことができない／書けへん（京都）／書かれへん（大阪） 
・ アクセントのちがい 
かき／柿／牡蠣 
秋／高低（東京・名古屋・広島）／低高（京都・高知） 
・ 方言を使うとき 
   「ぼく」からおばあさんへ 
ばあちゃん、ぼくや、きんの、なんば、うまかったわ、おおきに 
「ぼく」から先生へ 
祖母、昨日、とうもろこし、めしあがって 
 この教材は、アクセントの違いを取り上げていることが特色と言える。群馬県の場合、
一部を除いてアクセントは基本的に東京アクセントであるので、児童が方言と共通語との
違いに気づくための要素にはなりにくい。また、この教材は改まりという意味合いから方
言と共通語を理解させようとしている点は面白いが、群馬県用教材という観点からみると
方言が関西弁であることが残念である。ただし、「しもやけ」の日本言語地図では、群馬県
内に「シモヤケ」のほかに「シバレル」「ユキヤケ」があり興味を引くところである。 
 
２．２．５ 光村図書 
 光村図書「国語五下 大地」は「方言と共通語」である。この教材は単元「五 話の組
み立てをくふうして」に属し、第二教材である。分量は２ページ。 
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単元の中心教材は「わらぐつの中の神様」(杉みき子) という物語教材である。この物語
は新潟県上越市が舞台で、祖母が自らの夫（聞き手の孫からみると祖父）との馴れ初めを
孫に語って聞かせるという内容である。 
｢方言と共通語｣は、この物語教材を受け物語の中で主人公の話す言葉に地方独特の表現
が使われていることを指摘し、方言と共通語の違いを解説するようなコラムに似た形であ
る。 
教材の構成は、前半で物語教材に現れた方言を指摘し日本言語地図を一枚示した上で、
後半で方言と共通語を説明するという二部構成となっている。 
 方言の説明に使われている具体例は次のとおりである。 
・ 方言の説明 … （靴を）はいていきない、みったぐない、塩味の足りない汁の 
味（日本言語地図）、しばれる（北海道） 
この教材は新潟県上越市が舞台であるので、上越市の小学校においては地元に密着した
最高の方言教材である。しかし、群馬県をはじめとする新潟県以外の地域の小学校におけ
る国語教室では、物語教材の付録的な扱いでしかなく、きわめて軽い位置づけとなること
は想像に難くない。日本言語地図の「塩味の足りない汁の味」は、近畿一帯の「ミズクサ
イ・ミズクサカ」が際立つものの県境も示されておらず児童が自らが住む地域を確定する
ことすら困難である。内容も方言と共通語の存在を知識として学ぶ程度で、「生活に密着し
た」言葉という観点とは程遠い。 
 
２．３ 教育現場での扱われ方 
総合的な学習などとの関連や学校を挙げての取立て指導など特別な理由がない限り、国
語科での学習として地元の方言を扱う時間はほとんどない。そのため、実務上、やむを得
ず２．２で紹介したような文部科学省検定教科書で指導がなされているのが現状である。
しかし、地域に密着した方言教材があれば、必ず検定教科書から抜け出し、児童の生活に
密着した言語指導がなされるであろうし、教師も身近な言葉の指導に積極的になるはずで
ある。 
このことは群馬県に限らず日本全国の小学校国語科教育現場に共通していると言えよう。
授業で実際に使用可能な、地域に密着した方言教材が作成されている例は極めて少ないか
らである。当然の結果として、全国各地でその指導内容は全国的、一般的である。検定教
科書を使用しつつも地元の方言にまで踏み込むことは、まさに教師の裁量、力量次第であ
り、地元方言に造詣の深い教員でない限り、うわべだけの方言(共通語)理解となっている
のが実状であろう。ただし、逆の見方をすれば、地元方言に造詣の深いあるいは興味のあ
る教員によって、単独かつ単発的に極めて丁寧な地域教材を使用した指導がなされている
地域もあることもまた事実である。（加藤和夫監修「みんなで学ぼう！大聖寺ことば」・「み
んなで学ぼう！鶴来ことば」（2006.3）などは方言研究者による地元方言の優れた教材であ
る。） 
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小学校学習指導要領が示すように、方言と共通語に関する学習は、身近なことばである
方言を改めて認識し、それと対比する形で共通語の概念を学ぶ機会である。児童が「共通
語と方言との違いを理解」するためには、子どもたちにとって身近な方言と改まりの言語
体系である共通語との比較を通して、方言と共通語それぞれの特徴やよさを学ばせたいと
ころである。しかし、検定教科書を使った全国一律の一般的な授業では、学習指導要領が
求める成果が得られていないのが現状ではないだろうか。身近な言葉でなければならない
はずの方言が、児童が行ったこともない地域の聞いたこともない方言でありそれを具体例
とした教材であったならば、方言や共通語に関する児童の理解や認識は決して充足される
ことはないのである。 
 
３ 国語科教材「方言と共通語」の意義 
３．１ 教材作成の教育的価値 
小学校社会科においては、「私たちの小学校のある前橋市では～」という地域に密接に結
びついた教材が市町村単位で数多く開発されているのに比べ、国語科ではそれに相当する
ものがほとんど存在しない。本論文がすすめる小学校国語科における地域密着型教材の価
値は、小学校社会科における地域密着型教材の教育的価値と同様である。すなわち、児童
の言語生活そのものを実際に確認しながら学ぶことにより、児童が自らを取り巻く社会言
語を体感することにある。 
また、教科指導の原則として第一に児童の実態を踏まえることがあげられるが、自校独
自教材の価値は、その教科指導の原則に従い児童の言語体系そのものを扱っていることに
ある。児童を目の前に見てその言語実態を踏まえて作成される教材はその価値の高さに確
固たるものがある。 
本論文がすすめる自校独自教材は、実際に指導を行う場面において県内の小学校教師の
多くが必ずや「あったらいいな」と感じているはずである。なによりもそのことが教材作
成の教育的価値である。授業実践者である教師自身の必要性こそが教材の価値の高さを示
すのである。 
 
３．２ 教材を使った授業実践の価値 
 自校独自の方言教材を授業実践するということは、取りも直さず、児童が自らの言葉の
意味と価値に気づき、それを大切にしようとする心を育てることを意味する。 
 児童は授業実践の後、必ずや「本当に今日の授業で学んだ○○という言葉を家の人も使
うのだろうか」「△△という地域で××と言う言葉は、自分の家ではなんと言うのだろうか」
と、家庭や地域に帰ったあと両親をはじめとする人々に何らかの疑問や感想を投げかける
であろう。また、地域の人々の言葉が気になるようになるに違いない。 
 自校独自の地域に密着した方言教材は、まさに身の回りに気づきを生み、授業直後から
探求の実践が始まるのである。 
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３．３ 社会的な意義や波及効果 
自校独自の方言教材を作成することの社会的な意義や教育現場への波及効果として、第
一に、方言教材作成にあたり地域の方の協力を得ることなどで、学校教育と地域との交流
が生まれることがあげられる。地域と学校との連携が欠かせない現代において、地域の文
化である言葉そのもの自体を介した地域交流が生まれるであろう。方言教材の作成に当た
っては地域の方々の協力は欠かすことはできない。教材作成のため学校が地域に積極的に
入り込んでいくことで地域の方の学校への理解が深まるであろうし、方言教材を使った授
業に地域の方を招待したり講師として招いたりなど、学校と地域との交流が深まるきっか
けともなりうる。 
第二に、もちろん、本来の教材としても郡市町村単位で共有することにより隣接する小
学校同士がお互いの教材を使って発展的な授業をすることも可能である。そのような相互
交流の中で郡市町村単位の方言教材集ができていけば、群馬県としての方言教材集の完成
まではそう遠くない道のりである。また、作成された方言資料を基に発展的に複数の授業
が行われるようになれば、国語教育実践事例集の作成も夢ではない。さらには、本論文の
すすめる実践が全県的に広まれば、「実際に使用可能な、地域に密着した方言教材」の開発
を全国各地にモデルとして発信することも可能である。ちなみに、方言教材開発のモデル化
に関する研究はほとんどなされていないのが現状である。（ただし、独自に方言教材を作成し
教育実践に活用する事例の報告は全国各地にある。しかし、都道府県単位で組織的な研究実
践がなされた例はない。）ここにすすめる実践の積み重ねが結果として群馬県全域に及び、群
馬県の方言教材集が作成されるようになればそれはまさに画期的な実践研究となろう。 
第三に、成果として作成された教材は同時に地域の貴重な方言資料にもなりうる。各小
学校作成の教材は地域ごとに綴じ合わせれば郡市単位の方言資料となる。さらにはすべて
をある一定の編集方針によりまとめれば、地域の誰にでも分かる方言資料として地域文化
に貢献することとなる。 
以上のように、本論文の呼びかけは小学校と地域とを結ぶ絆となり各小学校の作成する
方言教材は地域文化への貢献の架け橋となりうるだけでなく、それらの実践の連鎖がもた
らす地域への貢献や国語教育界への影響として大きな可能性を秘めているのである。 
 
４． 自校独自教材「方言と共通語」の作り方 
４．１ 基本とする作り方・ヒント 
教材を何もないところから作り出すのは容易な作業ではない。そこで、ここではそのヒン
トとして二つを提案する。一つは各小学校が所有する指導案や教材の発掘･応用である。もう
一つは４．２で提示する具体例である。 
長い歴史を持つ小学校では、過去に方言教材を作成したり「方言と共通語」の指導が行わ
れその指導案が残っていたりする可能性がある。それらを発掘するのである。該当の小学校
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に見当たらなくても隣接する小学校には残っているかもしれない。あるいは市町村合併をす
る以前の教育委員会には残っているかもしれない。それらをきっかけとして、現在の児童の
実態を踏まえて作成するのである。 
ここで発掘しようとしている過去の指導案や教材は、授業者や立案者による公表がない
限り、学校の、あるいは教育委員会の資料として眠っている場合がほとんどである。各市
町村教育委員会では、管内すべての学校に毎年一度「訪問指導」（「学校訪問」などとも言
われ、地域により呼称は異なる）を行うが、その際、学校はいわゆる研究授業を少なくと
も一つ以上実施する場合がほとんどである。教育委員会には各校が実施した授業の指導案
が蓄積されており、そのなかで、「方言と共通語」を主題とした国語教育実践並びに「方言」
に視点を当てた総合学習等の授業実践を発掘し、それを足掛かりに自校独自教材の作成に
当たるのである。 
 
４．２ 教材の具体例 
 もう一つのヒントとして、具体的な教材を二つ例示する。 
４．２．１は、筆者の試案である「（群馬県版）方言と共通語」である。文部科学省検定
教科書の「方言と共通語」の代わりにあるいは並行しての群馬県内での使用を想定して作
成したものである。群馬県方言の中でも最も有名な「ベーベーことば」を題材として作成
した。各小学校では「べーべーことば」に代えて各校で検討した特徴的な方言に置き換え
れば、簡単に自校の独自教材となる。 
４．２．２は筆者の担当する大学の授業「初等国語科教育法」で受講生がレポートとし
て提出した「（前橋市版）方言と共通語」である。「初等国語科教育法」は筆者の所属する
大学の地域児童教育専攻（小学校教員養成課程）における授業科目のひとつであり、受講
生に群馬県内の市町村単位で方言教材を作成する試みを課題としている。ここに示す教材
は、石川裕子さん（平成 18 年度共愛学園前橋国際大学免許法認定公開講座受講生）の作品
の一部である。 
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４．２．１ 試案「（群馬県版） 方言と共通語」 
 
 
 
 
（群馬県版）
 
方言と共通語
 
 
仲のよい友達に「いっしょに映画を見よう」とさそう
ことにします。さてそのとき、みなさんはどん
な言い方をするでしょうか。
 
映画を「見ベー」でしょうか。 「見ンベ」でしょうか。それとも「見ッペ」でしょうか。また、話しか
ける相手がほかの県に住んでいる友達だったらどうでしょうか。校長先生だったら、家族だったら、どうでしょうか。いろいろな言い方が思いつきますね。
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これは群馬県の人がふだんどのように 「見よう」 というのかを調べその結果を地図に表したものです。
群馬県内でもさまざまな言い方があることが分かります。また、お年寄りと若者とでも言い方が違うことが分かります。 「見ベー」や「見ンベ」のようにふだん自分が住んでいるところで親しい人に対して何気なく使う言葉や話し方を「方言」といいます。方言はふだん何気なく使う言葉なので、方 を使うとおたがいの気持ちが打ち解けてよ
く通じ合うことができます。
 
一方、改まった場面で、日本中どこでもどんな人に対しても使える言葉や話し方を「共通語」といい
ます。全国向けのニュースの や教科書、新聞の文章は共通語です。共通語ではさきほど 映画にさそう言い方は、 っしょに「見ヨウ」となりますね。共通語は日本全国どこでも通じるのでとても便利です。
 
これからの社会を生きていくみなさんは、 話す相手や場所など 応じて方言と共通語とを使い分けて
いく必要があります。方言と共通語のそれぞれのよさを理解し、上手に使い分けていくよう心がけましょう。
 
  ◎
 調べてみよう
 
  群馬県の有名な方言に、 「見ベー」 「見ンベ」 「見ッペ」などの「ベーベーことば」があります。みな
さんの地域ではどのような「ベーベー 葉」が使われているか調べてみましょう。
 
また、 「べーべーことば」のほ にどんな群馬方言があるかも調べてみましょう。
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４．２．２ 教材例「（前橋市版） 方言と共通語」（一部） 
 
 
調べ学習の方法
 
・
図書室
を利用する。
 
・
インターネット
を活用する。
 
・
ニュース番組
や、
ラジオ放送
などから調べる。
 
 
 
方言や共通語を意識して、 実際に聞いてみましょう。
 
・
インタビュー
で情報を得る。
 
 
 
地域のお年寄りにインタビューをしてみましょう。
 
 
 
☆ほかの方法も考えてみましょう。
 
・
めかいご
 
 
前橋、桐生、太田など、中毛地区から、東毛地区にかけて
 
・
めかご
 
 
吾妻、沼田、利根、勢多など、主に北毛地区
・
めっぱ
 
 
高崎、安中など、西毛地区
 
群馬県の中でも、いくつかの
言い方があるようです。
 
このような地方特有の言葉づ
かいを、
「方言」
といいましたね。
私たちは、ふだん使っている
話し言葉の中で 無意識のうちに方言を使っているかもしれません。
 
 
私たちが住む前橋市に ど
んな方言があるのでしょうか。
まぶたにできる、 小さなはれ物のことを何と言いますか。
また、どんな言い方を聞いたことがありますか。
 
前橋市特有の方言を探してみましょう。
群馬県はかつて、上州と呼ばれていました。群馬県で話さ
れる方言を「群馬弁」といいますが、 「上州弁」と言われることも多くあります。はく力のある話し方が特徴で、ほかの県の人が聞くと、 けんかをして のでは。 」と思われることもあるようです。
 
 
群馬県では、 「物もらい」のことを『めかいご』 、 『めかご』 、
『めっぱ』という言い方をします。これらはすべて、群馬県で話される方言です。ど も「群馬弁」ということですね
。
｢方言と共通語
｣ 
 
 
 
 私たちの街の方言を知ろう
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４.３ 参考文献 
各小学校で方言教材を開発する際に有用と思われる群馬県方言関係の代表的な参考文献を
ここに示す。 
群馬県においては県教育委員会の教員配置の方針により教員自身が自分の出身市町村の小
学校に勤務する可能性は高くはない。つまり、各小学校に勤務しその地域の方言教材の作成
に当たる教員は他地域出身者であると想定したほうがよい。地元ネイティブの話者が教員と
して教材作成に関わらない以上、参考文献は教材作成上かなりの重要な資料となると考えら
れるからである。 
＜群馬県方言関係の代表的な参考文献＞ 
 上野勇１９８８『群馬のことばとなぞ』（煥乎堂） 
遠藤隆也２００１『面白かんべｴ上州弁』（ブレーン･オフィス） 
群馬県教育委員会１９８７『群馬の方言』（群馬県教育委員会） 
古瀬順一編１９９７『日本のことばシリーズ 10 群馬県のことば』（明治書院） 
篠木れい子１９９４『群馬の方言―方言と方言研究の魅力―』（上毛新聞） 
都丸十九一１９７７『上州の風土と方言』（上毛新聞） 
ここに示したものは参考文献のごく一部である。このほかにも郡や市町村に限定した参考
文献は多数ある。ここに掲げた文献の巻末等にある参考文献を手がかりにすると該当地域の
方言資料にたどり着くことが可能である。また、群馬県立図書館のホームページ（http://ww
w.library.pref.gunma.jp/）上にある「県立図書館蔵書検索」を使って方言資料検索をする
ことが可能である。さらに同ホームページには、「県内図書館横断検索」があるので、地域に
密着した図書館の蔵書を検索する際には有効である。 
 
５ おわりに 
地方や都道府県という広域ではなく、より地域に密着した小学校単位で方言教材を開発
することをすすめ、その方法や具体例を提示した。多くの小学校の教員が必ずや「あった
らいいな」と感じているに違いない教材である。総合学習への発展も十分に考えられる。
地域と学校の結びつきにも応用できるテーマである。 
本論文の趣旨をご理解、ご賛同のうえ、群馬県内の各小学校において国語部会が一つで
も多く、自校独自の教材開発に取り組んでいただけることを願っている。群馬県が全国に
先駆けて、方言を基盤とした国語教育・言語教育の発信地・研究拠点となるべく、その第
一歩としてここに自校独自教材「方言と共通語」の作成を提案・推奨するものである。 
 
